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研究成果の概要： 

腫瘍の発生には癌関連遺伝子の遺伝的変化が重要であることが知られている。本研究では、 

代表的な歯原性腫瘍であり、いまだ決定的治療法のないエナメル上皮腫について、腫瘍特異 

的な癌抑制遺伝子の同定と解析を目的とし、ヘテロ接合性消失解析による広範な遺伝子レベル 

での検索を行った。結果からは、エナメル上皮腫瘍の再発や顎骨侵襲性に関連する癌抑制遺伝子 

の存在が示唆され、同腫瘍の特異性を解明する一助となる成果が見られた。 

 

交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2007 年度 2,100,000 630,000 2,730,000 

2008 年度 1,400,000 420,000 1,820,000 

年度  

年度  

年度  

総 計 3,500,000 1,050,000 4,550,000 

 
研究分野：口腔病理学 
科研費の分科・細目：歯学・形態系基礎歯学 
キーワード：歯原性腫瘍、エナメル上皮腫、遺伝子解析、ヘテロ接合性、LOH 解析 
      癌抑制遺伝子、ING ファミリー 
 
１．研究開始当初の背景 
歯原性腫瘍特にエナメル上皮腫は、生物学的

には良性とされているものの、顎骨侵襲性が

高く、再発率が高いことが知られている。 
さらに、再発エナメル上皮種では細胞学的

な悪性所見がみられ、癌化する例が経験され

る。また、組織学的、細胞学的には悪性所見

を示さず転移を起こす症例のあることが報告

されている。そのため、エナメル上皮腫は臨

床的に準悪性として取り扱われ、顎骨離断を

含む広範な切除が求められることも多い。患

者は30－40歳代に多いこともあり、これらの

治療は患者のQOLに極めて多大な影響を与

えている。 
一方、腫瘍は良性の段階から複数の癌関連

遺伝子に生じた遺伝的変化が蓄積した結果生 
じる。さらに悪性化に伴い転移を含む憎悪の

段階を通じてさらなる遺伝子の変化を獲得す 
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